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第５７１号





6月20日（水）１４：００～１５：００　第３回　検数労連１８夏季一時金交渉


両協会の状況は悪くない！


要求に沿った一時金を出せる環境はあると判断し、有額指定日には要求に沿った回答を構築するよう強く求める！














制度』を活用するべきである。その方が全職員に周知され、相乗効果が期待される。





【両協会に対して】


　現在、大手企業を中心に夏季一時金は経済状況の恩恵を受け、過去最高を記録している。


　両協会の収支状況も、一定好調を推移していることから、従業員のモチベーションを上げるためにも一定要求に沿った回答の構築をするべきだし、それによって『稼ぐ力』も生まれてくるものだと思っている。よって、有額回答指定日には要求に沿った回答をするよう強く求める。





【大阪地震について】


　第３回交渉前段で、６月１８日（月）に発生した大阪北部地震による従業員や社屋等の被災状況について聞きました。


　両協会ともに社屋の被害、従業員の怪我等の情報は入っていないとの報告を受けました。





























































































































ことから、今夏も乗率を重視したいと考えている。


また、勤続年数での一定の格差、特別評価についても『頑張った人に対する評価』との方針のもと、踏襲していく考えでいる。





【組合主張】


　組合は両協会の有額回答に向けた考え方を聞いた後、次の通り主張を行いました。


【日検協会に対して】


　２０１５年をピークに一時金が下がってきているが、職場では逆に労働が強化されてきている。


　日検協会は人員が増えたことを一時金の検討材料にせず『将来的に利益を産む人材』と考えるべきである。労働力の確保も含め、要求に沿った回答の構築を求める。


【全日検に対して】


　人材の確保と人材の流出を防ぐためにも一定の安定した一時金、要求に沿った回答構築を行うべき。特に要求にない『役付手当』や『特別評価』については一時金の算式から外すことを強く求める。


　特別評価を付けるのであれば、一時金での評価ではなく、就業規則にもある『表彰
































































































































次回交渉：第４回交渉６月25日（月）14時～（有額回答指定日）


（有額回答指定日）





６月２０日（水）第３回検数労連１８夏季一時金交渉で組合は両協会に対し、有額回答に対する考え方を求めました。


　両協会からは有額回答に対する考え方を次の通り披歴されました。





【日検協会】


 平成２９年度下期の事業収益について、検査業務はマイナス２４．９％の減収となった。しかしながら既存業務である自動車、コンテナが好調に推移し、結果的に前期比プラス２．２％という結果になっている。


　現在、人員増もあり、そのようなことを含め回答については総合的に判断し、有額回答指定日までに鋭意検討している最中である。





【全日検】


　１７年度の収支状況について、既存業務の狭小化傾向に歯止めが掛かっていない状況にはあるものの、収入についてはプラス０．６％の増となった。


　支出については若干のマイナスではあるが、４月・５月の収支状況を含め、鋭意検討している。


　配分については、昨冬から乗率を重視した回答を提示している




















































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


